
問合せ　秘書広報課 多文化共生・交流係
　（☎ 27-8240）多文化共生ひろば

　このコーナーでは、宇佐市の外国人住民や支援者、市の取り組みなどについてご紹介しま
す。みんなが暮らしやすい多文化共生社会を作るためにまずは知ることから始めませんか。
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お便りをくれた方

　日本に住んで３年目になりました。日本に来たばかりの頃は、忙しい毎日で目
標も幸せも見失っていました。そんなある日、ベトナム食材店で私と同じミャン
マー出身の人に会いました。その人のおかげで日本語教室に参加することができ
ました。
　先生方は日本語だけではなく、日本の文化や歴史も教えてくれます。いつも仕
事ばかりで勉強を怠けていましたが、教室のおかげで日本語能力試験の上級レベ
ルに合格できました。また、いろいろな国の友達と話すチャンスがあり、理解力
と会話力が格段にアップしました。みんなとても優しくて、
自分の事のように心配したり、喜んだりしてくれます。家
族のようなこの教室で日本語を楽しく学んでいるのは幸せ
なことだと感じ、先生方には感謝しています。

名前  さん　国籍  ミャンマー
職場  ㈱ダイメイプラスチック大分

焼き芋だけじゃない！

高糖度かんしょ（さつまいも）

　高糖度かんしょとは、べにはるかな
どの糖度が高いさつまいものことです。
県産かんしょを収穫後に貯蔵すること
で甘味が増し、基準をクリアすると出
荷されます。甘みやしっとりとした舌
触りが特徴で、焼き芋だけでなく、ひ
と工夫でさまざまな料理に変身します。

【１】高糖度かんしょの皮をむいて１cm厚さの輪切りにし、
水にさらして水気を切る。耐熱容器に入れ、水をふりかけ
てふんわりとラップをかける。電子レンジ（600W）で約
7 分加熱し、水気を切ってつぶし、粗熱をとる。

【２】小ねぎを１cm長さに切る。
【３】フライパンにＡを入れ、ほぐしながら肉の色が変わ
るまで炒める。

【４】１に２、３、Ｂを加えて混ぜ、直径５cmの円形に整える。
【５】フライパンに油を熱し、４を並べて両面にこんがり
焼き色が付くまで約 2 分ずつ焼く。

・高糖度かんしょ　200g
※他のさつまいもでも代用で
きます。
・小ねぎ　８本
Ａ
・合びき肉　100g
・おろしショウガ　小さじ 1/2
・サラダ油　小さじ２

Ｂ
・片栗粉　大さじ２
・薄口しょうゆ　小さじ 1/2
・塩　少々
・コショウ　少々
・サラダ油　小さじ２

材料（４人分）

高糖度かんしょのおやき

問合せ / 健康課 健康増進係（☎ 27-8137）

check!

メイ ミャッ ノー

https://www.city.usa.oita.jp/sougo/soshiki/13/nosei/1/usashidesyuukakusarerunousannbutu/22048.html
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大分県立先哲史料館『知ってるつもり？小藩分立』 参照

図２

大分県立先哲史料館『知ってるつもり？小藩分立』 参照

図３
『新・宇佐ふるさとの歴史』 付属資料 参照

図１

図１は、江戸時代の宇佐郡の藩主や
領地の変遷を示した図です。
図２は、江戸時代に島原藩が領有し
ていた土地を示した図です。
図３は、江戸時代に中津藩が領有し
ていた土地を示した図です。

　今回の市長コラムで登場した「近世宇佐郡領域支配の変遷（変遷図）〈図１〉」「知ってるつもり？
小藩分立（エリア図）〈図２・３〉」です。




